



モスクワの新しいコンサートホール（2006 年 12 月）









































　ディレクターのドリフト氏 Arthur van der Drift に会った。
　まず話題に挙げたのは、オランダにおける助成金の制度であった。なぜなら、筆











募できない場合が多いが、13 週間、つまり 3 ヶ月ほどの余裕を持てばいつでも応募
できるのは、現実的で、応募し易い制度だと言えよう。次に、、「ステージ・プログ
ラミングとマーケティングのための基金」 Fond FPPM (Fond for Programming and 
Marketing) について聞いた。これは主に、会場費等を助成する基金であり、助成を
必要とする者は、これらを組み合わせて応募することになるのであろう。
　2007 年 1 月に発表された『オランダにおける文化政策のポリシー』 (http://www.
minocw.nl/documenten/cpinthenl%20executive%20summary.pdf) によれば、オラ
ンダにおける 2005 年の文化総予算は 17 億 3200 万ユーロ（約 2700 億円）であり、
49mixed muses no.2
ガウデアムス音楽財団のディレクター、ドリフト氏
このうち 3 億 300 万ユーロ（約 470 億円）が芸術関係に支出されている。ちなみに、
平成 18 年度の日本の文化庁の予算は約 1016 億円である。単純に比較できるもので
はないが、日本の人口がオランダの 10 倍以上でことを考えると、予算の格差は明
らかであと言えるだろう。












　その他、美術関係では、アムステルダムのデ・アペル現代美術センター De Appel 


























































長期滞在は２度経験した。1 度目は 1991 年から 92 年にかけて 1 年間。91 年 12
月のソ連崩壊は渦中で経験した。2 度目は 2001 年。日露青年交流センタ （ー外務省）
の助成金を得て、モスクワ音楽院に研究員として半年間滞在した。前回モスクワを


















































今も残るレーニン像（2006 年 12 月）
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